
和
歌
山
市
九
月
定
例
議
会
で
私
は
九
月
十
六
日
、
一
般
質
問
に
た
ち
ま
し
た
。
山
口
地
区
・
滝
畑
に

産
廃
事
業
者
が
産
業
廃
棄
物
埋
立
最
終
処
分
場
を
計
画
し
て
い
る
「
事
前
計
画
書
」
に
対
し
て
和
歌
山

市
、
和
歌
山
県
、
大
阪
府
及
び
阪
南
市
が
提
出
し
た
「
意
見
書
回
答
」
の
内
容
を
質
し
ま
し
た
。
ま
た

和
歌
山
市
の
産
業
廃
棄
物
に
対
す
る
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

事
業
者
の
提
出
し
た
産
廃
埋
立
最
終
処
分
場
「
事
前
計

画
書
」
は
、
滝
畑
地
区
の
農
家
（
農
地
面
積
・
九
．
二
四

㌶
、
農
家
数
十
三
戸
）
が
水
利
権
を
持
つ
市
所
有
「
南
谷

池
」
を
埋
め
立
て
、
産
廃
処
分
場
と
し
、
代
替
池
と
し
て

「
調
整
池
」
を
設
置
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

私
は
「
市
が
所
有
す
る
南
谷
池
の
埋
立
等
に
は
、
市
が

事
前
に
水
利
権
を
持
つ
農
家
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
」
と
質
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
局
長
は
「
『
南
谷
池
』
は
市
所
有
財
産
で

あ
る
が
、
水
利
権
者
の
同
意
は
和
歌
山
市
で
は
な
く
、
開

発
事
業
者
が
求
め
る
も
の
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ま
た
「
市
管
理
の
南
谷
池
に
係
わ
る
里
道
・
水
路
の
改

廃
に
つ
い
て
は
受
益
者
の
同
意
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と

質
し
ま
し
た
。

建
設
局
長
は
「
公
有
財
産
で
あ
る
里
道
・
水
路
の
売
り
払
い
の
同
意
に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
土
地
所

有
者
や
自
治
会
等
、
近
隣
住
民
の
同
意
を
得
る
よ
う
事
業
者
を
指
導
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

私
は
「
事
業
計
画
で
は
『
南
谷
池
』
を
埋
め
立
て
、
代
替
池
と
し
て
『
調
整
池
』
を
作
る
、
と
し
て
い

る
が
、
調
整
池
は
農
業
用
水
の
た
め
で
は
な
く
、
埋
立
地
か
ら
の
排
水
調
整
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
か
」

と
質
し
ま
し
た
。

建
設
局
長
は
「
建
設
予
定
地
の
下
流
に
は
市
管
理
河
川
・
滝
畑
川
が
あ
り
、
調
整
池
は
処
分
場
か
ら
出

る
排
出
水
の
流
量
調
整
を
行
い
、
流
下
能
力
を
超
え
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
」
と
答
弁
を
し

ま
し
た
。

ま
た
私
は
「
市
内
の
交
通
量
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
。
近
隣
住
民
、
自

治
会
等
へ
の
同
意
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
質
し
ま
し
た
。

市
民
環
境
局
長
は
「
一
日
当
た
り
の
搬
入
量
、
搬
入
車
両
台
数
等
は
不

明
で
、
今
後
住
民
説
明
会
で
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
傍
自
治
会
に
理

解
を
得
る
よ
う
事
業
者
を
指
導
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
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産廃処分場としてに埋立計画のある「南谷池」

毎
週
・
火
曜
日

十
四
時
三
〇
～
、
十
九
時
三
〇
～

和
歌
山
市
土
入
二
四
一
ー
五

電
話

〇
七
三
ー
四
八
〇
ー
五
四
七
七

顧
問
に
は
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
会
計
士
、
社
会
保
険

労
務
士
の
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。



事
業
者
の
事
前
計
画
書
に
よ
れ
ば
、
埋
立
は
「
安
定

型
産
廃
埋
立
最
終
処
分
場
」
で
す
。
「
安
定
型
」
と
は

「
環
境
負
荷
を
及
ば
さ
な
い
」
と
し
て
法
律
で
コ
ン
ク

リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
ガ
ラ
ス
・
陶
器
、
金
属
ク

ズ
、
ゴ
ム
の
五
品
目
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
環
境
省
は
告
示
七
八
号
、
一
〇
五
号
で
、

特
定
産
業
廃
棄
物
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
石
綿
を
含

む
一
般
廃
棄
物
、
産
業
廃
棄
物
の
一
部
混
入
を
許
可
し

て
い
ま
す
。
ま
た
水
銀
、
カ
ド
ミ
ュ
ム
、
鉛
、
六
価
ク

ロ
ム
、
ヒ
素
、
セ
レ
ン
等
八
種
類
の
重
金
属
と
そ
の
化

合
物
の
混
入
埋
め
立
て
を
一
部
認
め
て
い
ま
す
。

私
は
「
事
業
主
が
指
定
五
品
目
を
守
る
こ
と
は
当
然

だ
が
、
石
綿
、
水
銀
及
び
そ
の
化
合
物
等
の
混
入
に
つ

い
て
も
埋
立
処
分
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
産
廃
埋
立
処

分
場
建
設
に
よ
る
環
境
汚
染
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
う

が
ど
う
か
」
と
質
し
ま
し
た
。

市
民
環
境
局
長
は
「
環
境
省
告
示
は
指
摘
の
通
り
。
搬
入
時
の
検
査
で
は
、
指
定
廃
棄
物
以
外
の
混
入

を
防
止
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
環
境
汚
染
の
危
険
性
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
事
業
者
に
対
し
て
分
別

指
導
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
が
行
う
水
質
検
査
以
外
に
行
政
に
よ
る
水
質
検
査
も
必
要
と
考
え

て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

私
は
「
埋
立
処
分
場
に
よ
る
排
出
水
の
調
査
で
は
、
既
に
環
境
汚
染
物
質
が
混
入
し
た
跡
で
判
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
で
は
環
境
は
守
れ
な
い
」
と
指
摘
し
、
「
安
定
型
産
廃
埋
立
処
分
場
」
建
設
の
許
可
を
し
な

い
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

産
廃
埋
立
処
分
を
す
る
前
に
、
指
定
品
目
以
外
の
廃
棄
物
の
混
入
防
止
策
と
し
て
法
律
で
事
業
者
は
搬

入
さ
れ
た
廃
棄
物
を
広
げ
、
目
視
に
よ
る
「
展
開
検
査
」
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
例
え
ば
水
銀
及
び
そ
の
化
合
物
の
混
入
量
の
規
制
量
は
「
〇
．
〇
〇
〇
五
ミ
リ
㌘
以
下
」
と

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
体
温
計
を
示
し
「
市
販
さ
れ
て
い
る
水
銀
体
温
計
の
金
属
水
銀
量
は
一
㌘
＝

一
〇
〇
〇
ミ
リ
㌘
で
あ

る
。
『
展
開
検
査
』
は
目

視
で
確
認
さ
れ
る
。
搬

入
さ
れ
た
数
ト
ン
も
の

廃
棄
物
の
な
か
で
、
わ

ず
か
〇
．
〇
〇
〇
五
ミ

リ
㌘
以
下
の
水
銀
及
び

そ
の
化
合
物
量
の
確
認

な
ど
で
き
る
は
ず
も
な

い
」
と
、
施
設
設
置
に

よ
る
環
境
破
壊
は
避
け

ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘

し
ま
し
た
。

事業中止命令で野ざらしとなっている安定型産廃処分場（紀の川市）

６月末、山口地区連合自治会及び滝畑自治会は

連名で大橋建一和歌山市長に産廃施設設置絶対反

対の「要望書」が提出されています。主な内容は

次の通りです。

「処理場にかかる山林の伐採は自然環境に大き

く影響し、その環境破壊が及ぼす動物・植物に対

する影響もさることながら、自然の保水能力を失

い鉄砲水や土石流による洪水・土砂災害を引きお

こします。（中略）

更には、廃棄物による悪臭は勿論、産業廃棄物

特有の物質の流出等のおそれも大であります。（中

略）川や農業用水用の溜め池が汚染され、清らか

な水で育ったコメとして隠れたブランド米の評価

も失うことにつながるでしょう。住民にとっては

生活基盤が奪われる思いです。（中略）

私たちは絶対反対です」と要望されています。

また同趣旨の「要望書」は全ての和歌山市議員

団へも届けられています。


